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・外来生物と考えられるミズワタクチビルケイソウ（ Cymbella 
janischii ）は、0.1ミリ程度の微細な藻類です。繁茂するとミズワタの
ような群生をつくり、魚類、水生昆虫の生息や生育だけでなく、仕
掛けに藻がまとわりつくなど、釣り自体にも支障をきたすことが懸
念されます。

・令和3年時点で、東北、関東、中部、九州地方の複数の河川から、既
に確認されています。

・外来藻類は、侵入河川で使用した釣り具やたも網、長靴、ウェー
ダーなどに付着するので、その後、殺藻せずに他河川で使用すると
拡大させてしまいます。

・これ以上拡大しないように、釣り人自身の対策も必要です。
川で使った道具はすべて殺藻しましょう！






